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たばこは

市内で買いましよう

たばこ消費税は、貴重な市の

財源で、す。たばこはぜひ市内

の小売屈で買いま しょう。
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成人式

成人のみなさ

5 日

なることと思います。

どうか、今後次代を担われるみなさんが、新

らしく得られた国民としての権利を正しく行

使され、また義務を立派に果されることを心

からお願いします。

0
0
0
0
0
 

市
民
相
談
室

の
ご
案
内

市
民
相
談
室
は
、
市
の

行
政
に
つ
い
て
の
要
望

苦
情
意
見
な
ど
の
ほ
か

身
近
か
な
民
事
、
家
庭

の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

相
談
を
お
う
け
し
て
お

り
ま
す
。
お
気
軽
に
こ

利
用
く
だ
さ
い
。

。…00〈
〉

〈

V

元気に成長さ れたみなさんが、名実ともに社

会の一員としてス タートさ れるこの 日を、心

からお喜び申しあげます。

みなさんは、満20才に達した日から、法律上

一人前の人格者と しての完全な能力をもたれ

自覚ある与聞の行為としての責任を負われる

ことになりました。

また、みなさんは、国や地方公共団体の選挙

権を得られました。選挙権がいかに大切であ

るかは、みなさんには今更申しあげるまでも

ないことですが、この参政権を得られたこと

により、成人としての意義が一層深いものに
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新
有
権
者

感
想
文
の
募
集

マ
標
題
標
題
は
自
由
で
す

が
、
新
有
権
者
と
し
て
の

民
主
政
治
と
く
に
選
挙
に

対
す
る
自
覚
を
内
容
と
す

る
も
の
ハ
二
百
字
詰
原
稿

用
紙
十
枚
以
内
)

マ
応
募
資
格
昭
和
二
十
三

年
一
月
一
日
か
ら
昭
和
二

十
四
年
十
二
月
三
十
一
日

大村市政だよ

F 

①
H
H

タ
パ
コ
の
火
H

の
後
始

末
を
完
全
に
行
な
う
こ
と

②
可
燃
物
の
近
く
で
た
き
火

を
し
な
い
こ
と
。

③
火
入
れ
を
お
こ
な
う
人
は

つ
と
め
て
火
災
の
発
生
し

や
す
い
時
期
を
避
け
て
お

こ
な
う
こ
と
。

④
火
入
れ
を
お
こ
な
う
人
は

火

λ
地
以
外
に
火
が
入
ら

ぬ
よ
う
注
意
す
る
こ
と
。

⑤
火
入
れ
を
お
こ
な
う
人
は

消
火
準
備
を
お
こ
な
う
と

と
も
に
、
消
火
に
必
要
な

人
員
を
確
保
し
て
お
こ
な

、
つ
こ
と
。

⑥
消
火
を
確
実
に
お
こ
な
う

平
」
炉
」
。

⑦
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙

ま
で
に
生
れ
た
者

マ
締
切
一
月
三
十
一
日

当
日
消
印
あ
る
も
の
有
効

マ
提
出
先
長
崎
市
江
戸
町

一一

t
十
三
長
崎
県
選
挙

管
理
委
員
会

マ
応
募
注
意
応
募
者
の
住

所
、
氏
名
(
と
も
に
ふ
り

が
な
を
付
す
)
、
性
別
、

生
年
月
日
、
職
業
を
原
稿

末
尾
に
記
載
の
こ
と
。
ま

ま
た
は
火
災
を
発
す
る
お

そ
れ
の
あ
る
行
為
を
し
よ

う
と
す
る
人
は
、
あ
ら
か

じ
め
、
そ
の
旨
を
消
防
長

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

た
封
筒
表
面
左
下
に
「
感
想

文
在
中
」
と
明
記
の
こ
と

マ
賞
状
、
賞
金
自
治
大
臣

か
ら
の
賞
状
、
賞
金
を
つ

ぎ
の
と
お
り
贈
呈

一
席
一
人
二
万
円
、
二
席

二
人
一
万
円
、
三
席
三
名

五
千
円
、
佳
作
若
干
名
二

千
円

グ
郷
土
の
先
覚
者

た
ち
M

の
刊
行
案
内

マ
内
容
明
治
を
中
心
に
日

メ

本
に
お
け
る
海
外
へ
の
窓

口
と
し
て
の
長
崎
で
、
余

す
こ
と
な
く
近
代
国
家
へ

の
発
展
の
基
礎
と
し
て
、

多
く
の
も
の
を
学
び
と
っ

た
郷
土
の
先
覚
者
六
十
名

の
業
績
を
顕
彰
す
る
主
旨

の
も
の

(
A
5
判
二
百
六

十
頁
)

マ
頒
布
価
格
百
八
十
円

マ
予
約
申
込
み
希
望
者
は

県
立
長
崎
図
書
館
総
務
課

J ， 
A 

国
庫
債
券
担
保
で

引
揚
者
に
事
業
資
金
を
貸
付
け

引
揚
者
特
別
交
付
金
国
庫

債
券
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方

を
対
象
に
、
つ
ぎ
の
と
お
り

事
業
資
金
の
借
入
申
請
を
受

付
け
ま
す
の
で
一
月
二
十
五

日
ま
で
に
社
会
謀
へ
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

マ
条
件
引
揚
者
特
別
交
付

金
国
庫
債
券
の
記
名
者
す

あ
っ
て
事
業
資
金
を
必
要

と
す
る
者

マ
貸
付
限
度
額
一
記
名
者

に
つ
い
て
十
五
万
円
以
内

マ
貸
付
額
賦
札
九
枚
分
の

別
表
価
格
と
す
る
。

券面金額 |貸付額

14千円券 9.450円
20 1/ 13.500'/ 
21 1/ 14.17511 
28 グ 18.9001/ 

30 1/ 20.250グ

35 1/ 23.6251/ 

40 11 27. 0001/ 

42 1/ 28.3501/ 

50 1/ 33.750" 
60 1/ 40.50011 
70 1/ 47.2501/ 

77 1/ 51.9751/ 

100 1/ 67.5001/ 

110 1/ 74.250'1 

112 1/ ， 75.6001/ 

119 1/ 80.32511 
160 1/ 108.0001/ 

170 11 114.750" 

(
長
崎
市
上
西
山
町
一
番

地
電
⑫
五
二
五
七
番
〉

へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

全
面
交
通
止

踏
切
構
造
改
良
工
事
の
た

め
、
ろ
う
学
校
横
三
叉
路
か

ら
植
松
公
民
舘
ま
で
の
聞
が

つ
ぎ
の
期
間
全
面
交
通
止
に

な
り
ま
す
。

期
間

1
月

U
日
か
ら

2
月

4
日
ま
で

V
一
月
は
生
活

が
室
内
中
心
に

な
り
が
ち
で
す

換
気
に
は
十
分

気
を
配
っ
て
く

だ
さ
い
。

V
年

賀
状
の
整
理
は

早
目
に
す
ま
せ
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
町
名
、
地
番
、
郵
便

番
号
な
ど
、
友
人
、
知
人
の

住
所
録
を
変
更
す
る
よ
い
機

会
で
も
あ
り
ま
す
。
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友情の国体旗など
福井市と小浜市から届く

前年の国体開催県福井の福井市と小浜市か

らP 長崎国体大村会場の成功のためにグとし

て、国旗、国体旗、都道府県旗が大村市に贈

呈されました。

国体協力、大村菊の会グが発足

昨年暮の12月14日に、市内の菊愛好者10数
名が市役所に集まり、国体協力を申合せグ国

体協力大村菊の会グを結成しました。

市内の同好者に広く参加を呼びかけており

ますので、ご賛同の方は農林水産課までご連

絡ください。なお、早咲きの大輪菊苗をお持

の方は、同時にお知らせください。

市では、この友情にむくいるため、昨年暮

れの12月23日から市庁舎前に掲揚台を設け、

常時掲揚しております。 .

写真く掲揚された国体旗〉

老人会の国体協力

鈴田地区の老人会は、地区内の国道沿線を

菊鉢でかざるため、昨年12月10日に菊の会の

幹事西村氏を講師にして、栽培技術の講習を

おこないました9

国旗、国体旗のけい揚運動

市連合婦人会では、町総代会の協力をえて

国旗、国体旗のけい揚運動をすすめておりま

すが、現在市内全域にわたって小旗の販売を

おこなっております。

昭和44年 1月10日
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一一短

タ
l

一
個
、
人
形
三
個
、
寒
暖

計
一
個
、
火
鉢
一
個
、
ハ
イ
ロ

ソ
ベ
ッ
ト
一

個
、
ハ
シ
ガ

l
一ニ

組
、
ズ
ボ
ン
ツ

P
ハ
ン
ガ
ー
一

個
、
ク
リ
ス
マ
ス
飾
付

一

マ

本
経
寺
、
果
物
十
二
キ
ロ
、
菓

子
二
キ
ロ
、

法
話
講
演

マ
古

町
住
宅
大
久
保
ト
ミ
子
、

壁
掛

一
個
マ
春
日
町
三
原
三
子
雄

、
三
千
円
マ
池
出
郷

一
ノ
瀬

清
人
、
み
か
ん
二
十
五
キ
ロ

マ
大
村
市
農
協
青
壮
年
部
、
み

か
ん
九
十
五
キ
ロ
マ
原
口
住

宅
石
渡
乙
女
、
防
寒
ス
リ
ッ
パ

l
二
十
九
足

マ
萱
瀬
小
学
校

六
年
生
一
向
、
み
か
ん
十
八
キ

ロ、

座
ぶ
と
ん
、

石
け
ん
外
、

演
芸
慰
問
マ
長
崎
県
建
設
技

術
セ
ッ
タ
ー
産
業
開
発
青
年
隊

一
向
、
大
掃
除
奉
仕
作
業
、
演

芸
慰
問
マ
ア
サ
カ
ワ
家
具
席

青
年
部

一
同
、
電
気
バ
リ
カ
ン

一
個
、
電
気
カ
ミ
ソ
リ
一

個
、

み
か
ん
二
十
キ

ロ、

干
柿
三
サ

ゲ
マ
長
崎
県
知
事
、
足
袋
三
十

四

足

マ

東
京
都
服
都
時
計
肩

掛
時
計

一
個
マ
大
村
市
社
会

福
祉
協
議
会
、
六

千

円

マ

三

城
婦
人
会
、
三
千
円

マ
親
和

銀
行
大
村
支
居
、
ク
リ
ス
マ

ス

ケ
l
キ(大)一一一
個
マ
諏
訪
町

井
上
時
雄
、
み
か
ん
十
キ
ロ

マ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
八

T

四
百
円
。

市
善
意
銀
行
ヘ
社
会
福
祉
事
業
資
金
と
し
て
の
預
託
者

清

和

国

に

寄

贈

一
ノ
郷
元
田
勝
さ
ん
は
婚
約
記

念
、
西
小
路
坂
田
喜
男
さ
ん
は

亡
父
末
松
さ
ん
、
駅
通
り
福
谷

吉
蔵
さ
ん
は
、
亡
母
シ
ゲ
さ
ん

池
田
郷
の
南
ギ
ン
さ
ん
は
亡
夫

満
雄
さ
ん
、

草
場
郷
吉
井
次
男

さ
ん
は
亡
父
与
作
さ
ん
、
大
川

田
町
の
田
中
ツ
マ
さ
ん
は
亡
夫

嘉
四
郎
さ
ん
、
富
ノ
原
の
徳
村

征
二
さ
ん
は
亡
母
ヤ
イ
さ
ん
、

森
園
郷
の
坂
田
威
友
さ
ん
は
亡

妻
美
保
子
さ
ん
、
ア
ー
ケ
ー
ド

街
の
川
添
ア
イ
さ
ん
は
亡
夫
豊

さ
ん
、
西
植
松
の
鹿
取
和
子
さ

ん
は
亡
父
塚
崎
兼
輔
さ
ん
、
小

路
口
の
小
川
ま
さ
さ
ん
は
亡
夫

哲
さ
ん
、
下
諏
訪
の
川
添
久
さ

ん
は
亡
妻
辰
さ
ん
、
田
下
郷
松

尾
八
郎
さ
ん
は
亡
母
チ
ノ
さ
ん

大
川
田
町
の
東
英
美
子
さ
ん
は

亡
母
ア
ヤ
さ
ん
、
岩
松
郷
赤
島

ト
ミ
さ
ん
は
亡
母
サ
キ
さ
ん
、

古
町
五
区
大
導
寺
チ
ヨ
さ
ん
は

亡
夫
良
次
さ
ん
、
中
里
の
秋
田

格
次
さ
ん
は
亡
母
カ

ツ
さ
ん
の

忌
明
に
そ
れ
ぞ
れ
金
壱
封
を
寄

附
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
武
部
郷

岡
田
栄
一
さ
ん
は
毎
月
一
万
円

(
敬
称
略
)

竹
松
、

東
英
美
子
、
一
万
円

マ
岩
松
郷
、
赤
島
ト
ミ
、
一

千

円

マ

松
山
町
、
相
国
儀
作

一
千
円
マ
佐
世
保
市
、
木

宮
町
ト

ニ
l
中
村
、

奇
術
慰
問

マ
大
村
駅
通
り
田
島
吉
美
、
浪

曲
大
会
へ
招
待

マ
大
佐
古
今

村
シ
メ
、
新
聞
紙
五
キ
ロ
マ

某
氏
、
雑
誌
三
十
冊

マ
諏
訪

町
志
田
広
二
‘
画
報
二
冊

マ

原
口
郷
鹿
取
茂
夫
、
甘
藷
六
十

キ

ロ

マ

小
路
口
郷
後
田
茂
子

人
形
ケ
l
ス
四
個
、

ト

l
ス

三
城
町
の
久
留
須
貢
さ
ん
は
困

窮
者
の
布
団
の
仕
立
直
し
、
九

電
社
宅
西
村
国
典
さ
ん
は
乳
児

用

ハ
ン
モ
ッ
ク
外
四
点
、
松
山

郷
相
田
儀
作
さ
ん
は
交
通
災
害

保
険
金
、
水
主
町
矢
野
ヒ
サ
ヨ

さ
ん
は
児
童
雑
誌
八

一
冊
を
そ

れ
ぞ
れ
寄
託
さ
れ
ま
し
た
。

り大村 市政だよ

け
w
w
t
g
¥71
j

d骸
，
中
山
山
首

1

例
制
阿
川
山

($) 
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償
却
資
産
の
申
告
は

1
月
何
日
ま
で
に

償
却
資
産
の
申
告
期
限
は

一
月
二
十
日

で
す
。

事
業
お
よ
び
営
業
用
の
構

築
物
、
機
械
装
置
、
船
舶
、

航
空
機
、
車
輔
、
工
具
備
口
問

な
ど
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
法

人
お
よ
び
個
人
の
方
で
、
ま

だ
昭
和
四
十
四
年
度
分
の
申

告
を
し
て
お
ら
れ
な
い
方
は

早
目
に
課
税
課
へ
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
申
告
用
紙
は
、

課
税
課
ま
た
は
各
出
張
所
に

備
え

つ
け
て
お
り
ま
す。

な
お
、
申
告
に
つ

い
て
お

わ
か
り
に
な
ら
な
い
こ
と
は

課
税
課
償
却
資
産
係

へ
お
た

づ
ね
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
源
泉
還
付
の

申
告
は
早
自
に

所
得
税
の
源
泉
徴
収
税
額

の
納
め
す
ぎ
に

よ
る
還
付
の

申
告
を
さ
れ
る
人
は
、
早
自

に
手
続
を
す
ま
せ
ま
し
ょ
う

早
く
申
告
を
す
ま
せ

て、

早
く
納
め
す
ぎ
の
税
金
を
か

え
し
て
も
ら
う
よ
う
、
税
務

署
で

は
の
ぞ
ん
で
お
り
ま
す

な
お
、
申
告
用
紙
は
、
市

課
税
課
に
も
備
え
つ
け
て
お

り
ま
す
。

自
衛
官
の
募
集

昭
和
四
十

三
年
度、

第
四

次
の
陸
、
海
、
空
二
士
の

募
集
が
始
ま
り
ま
し
た
。

マ
身
分
と
給
与

特
別
職
の
国
家
公
務
員

で
初
任
給

(二
士
)
で
一

七
、
六

O
O円
年
一
回
昇

給、

賞
与
年
三
回
(
四
、

瓦
カ
月
分
)

ほ
か

に
各
種
手
当
、
退

職
金
な
ど
が
あ
り
ま
す。

マ
特
典
進
路

各
種
の
専
門
技
術
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
退

職
後
も
就
職
の
道
が
ひ
ら

か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

通
学
や
通
信
教
育
を
受
け

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

マ
応
募
資
格

満
十
八
才
以
上
二
十
五

才
未
満
の

臼
本
国
籍
を
有

す
る
男
子
で
、
中
学
卒
業

程
度
の
学
力
を
有
す
る
も

ツペノレク リシ反応検査は、体内の結核菌の .

有無を判定するもので、陰性(菌がない)のも

、一人工的に免疫をあたえ、結

らないようにする のがBCG予防接種です。

結核が減少したのは、BCGの予防接種が

普及してきたからといわれるように大切な予

防接種です。市では、つぎの日程でツベルク

リシ反応検査と BCG予防接種をおこなし4ま

すので、該当者は もれなくうけてくださし、

b該当者 生後 6ヶ月 から 6才までの幼児。 、
ただし、幼稚園などで接種する者は除く。

b料 金 無E 料

当日は母子手帳を持参してください。

日

3時 30分まで

日 [ツベルタ R rJ-:問 lj 
〈

(/ 

場 'ノ h リン検査 |】ー〕山l:..t::.

市鈴回民出会張館所

、

竹松本町公張民所間 1月28日 1月30日松原出
ー一一 一 一 一

諏萱訪瀬 公出民張所立I~ 2月3日 2月5臼

市福重立出病張所院 2月4日 2月 6日

市コ浦役出張 所所 2月10日 2月12日

の
。

マ
試
験
日
と
場
所

毎
日
(
日
曜
日
を
除
く
)

大
村
部
隊
内
で
お
こ
な
い

ま
す
。

マ
募
集
期
間

昭
和
四
十
四
年

一
月

一

日
か
ら
三
月
三
十
日
ま

で。

昭和44年 1月10日

つれ反応検査と

BCGの予防接種

く
わ
し
く
は
市
民
課
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

原
爆
被
爆
者
は

「
定
期
健
康
診
断
を
う
け
よ
う

昭
和
四
十
三
年
度
第
二
回

の
原
爆
被
爆
者
定
期
健
康
診

断
を
つ
、
ぎ
の
と
お
り
実
施
し

ま
す

①
受
診
資
格
は
原
爆
手
帳

を
持
っ

て
い

る
人

@
旧
手
帳
所
持
者
は
、
保

健
所
へ
屈
出
の
う
え
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
注
意

原爆被爆者定期健康診断日程

月日 |時 間 | 場所 |対 象 地区 |

1月14日10f.0~01500鈴 田 出 張 所三浦 鈴回 全域

1月16日 11 竹松本町公民館 竹松 全域

一一一一一

1月17日 11 松 原公民 館 訟原 福重 全域、

1月21日 /ノ 西 大村出張所

1月22日 λγ 、 諏訪公 民 館 束諏'U訪瀬中全奴部1¥域訪池!田自J郷

1月23日 11 市役所第 2会議所室|!!|久木皐原jjli割騨内榔片玖町島櫨郷

1月24日 11 保 健 三武東部域西都UIJ本町水箕東主島敏F 町

， ' 


